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『
は
じ
め
に

流
罪
か
刑
罰
体
系
の
一
つ
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
は
古
代
に
於
け
る
律
の

規
定
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
明
治
に
至
る
約
千
二
百
年
の
間
、
刑
法
の

重
要
な
ポ
ス
ト
を
し
め
て
い
た
。
刑
罰
は
封
建
制
下
に
あ
っ
て
は
経
済
構
造

の
上
に
立
脚
し
つ
つ
為
政
者
の
封
建
権
力
の
具
体
的
な
表
現
形
態
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
流
罪
に
あ
っ
て
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
研
究
、
特
に
近
世
に
於
る
流
罪
史
研
究
は
極
め
て

少
な
く
そ
の
研
究
の
傾
向
は
概
し
て
二
つ
の
大
き
な
潮
流
に
分
れ
る
。
即
ち

第
一
に
中
央
に
於
る
法
制
史
家
の
研
究
、
第
二
に
郷
士
史
家
の
研
究
で
あ
る

が
、
前
者
は
幕
府
の
制
度
的
、
手
続
的
、
支
配
的
な
関
係
を
中
心
に
法
制
史

の
一
項
と
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
流
配
地
に
於
る
実
際
的
史
科
と
は
縁

遠
い
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
郷
士
民
の
流
人
に
対
す
る
寛
容
な
態
度
を
吹
聴

し
た
も
の
で
中
央
の
関
係
史
料
と
の
関
連
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

最
近
第
二
回
関
東
各
大
学
地
方
史
関
係
卒
業
論
文
発
表
会
の
際
の
東
京
女

子
大
・
暮
田
し
の
ぶ
氏
の
労
作
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
封
建
制
下
に
於
け

る
流
罪
史
の
位
置
づ
け
、
即
ち
結
語
に
か
け
て
い
る
事
は
致
命
的
で
あ
る
。

関
東
蕊
領
に
於
け
る
遠
島
刑
（
山
本
）

関
東
幕
領
に
於
け
る
遠
島
刑従
っ
て
私
は
流
罪
史
を
そ
の
社
会
的
背
景
の
中
で
取
扱
い
、
幕
領
仁
於
る

流
罪
制
度
の
実
態
を
伊
豆
七
島
に
し
ぼ
り
な
が
ら
検
討
し
て
見
た
い
。

二
、
遠
島
事
情

徳
川
幕
府
法
下
に
於
る
遠
島
刑
は
死
刑
に
次
ぐ
重
刑
で
あ
っ
た
。
江
戸
時

代
の
刑
法
集
大
成
と
も
言
わ
れ
る
所
謂
「
御
定
書
百
ケ
条
」
に
よ
る
と
遠
島

刑
は
『
江
戸
ｊ
流
罪
の
も
の
は
大
島
、
八
丈
島
、
三
宅
島
、
新
島
、
神
津

島
、
御
減
島
、
利
島
の
内
え
遣
す
、
京
、
大
坂
、
西
国
、
中
国
が
流
罪
の
分

は
薩
摩
、
五
島
に
隠
岐
国
、
壱
岐
国
、
天
草
郡
へ
遣
す
、
従
前
を
例
』
（
１
）
と

あ
っ
て
関
東
幕
領
か
ら
は
伊
豆
七
島
に
流
し
て
い
た
。

し
か
し
藩
に
は
各
食
藩
律
が
あ
っ
て
一
定
す
る
所
で
は
な
い
が
、
概
し
て

島
の
あ
る
藩
は
島
流
し
、
そ
う
で
な
い
所
は
終
身
永
牢
が
普
通
で
あ
っ
た
。

幕
領
に
於
て
は
管
轄
奉
行
の
判
決
を
受
け
た
流
罪
者
は
全
て
小
伝
馬
町
の

牢
に
収
容
し
、
石
田
帯
刀
の
下
で
出
船
侍
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
天

保
元
年
の
評
儀
を
見
る
と
『
遠
島
も
の
差
遣
候
儀
は
春
秋
両
二
度
一
一
限
り

候
』
（
２
）
と
見
え
る
の
で
遠
島
船
は
原
則
と
し
て
春
秋
一
度
宛
二
度
で
あ
り
、

そ
れ
迄
こ
の
牢
預
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

九
一

山
本
清
司
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彼
等
は
牢
に
あ
っ
て
も
身
分
格
式
、
性
別
に
よ
っ
て
そ
の
座
も
別
台
に
収

容
さ
れ
た
。
こ
れ
は
遠
島
船
内
に
於
て
も
『
御
目
見
以
上
の
流
人
並
女
流
人

は
船
中
別
囲
に
て
差
遣
候
事
』
（
３
）
と
別
囲
を
も
っ
て
護
送
し
て
い
る
。
更
に

は
幕
府
か
ら
流
罪
者
に
与
え
た
遠
島
費
の
如
き
あ
の
迄
『
場
座
敷
も
の
壱
人

一
一
付
金
弐
両
、
揚
屋
も
の
壱
人
二
付
金
壱
両
、
平
囚
人
壱
人
二
付
金
弐
分
〈

銭
被
下
』
（
４
）
と
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
遠
島
に
あ
た
っ
て
こ
の
他

「
船
中
用
意
薬
鼻
紙
等
相
渡
』
「
膳
椀
共
船
手
江
引
渡
」
（
５
）
さ
れ
て
い
た
。
又

縁
者
か
ら
見
継
物
あ
る
い
は
見
届
物
等
と
言
わ
れ
る
見
舞
鮎
も
刃
物
、
書
物
、

火
道
具
を
除
い
て
許
さ
れ
て
い
た
。

出
帆
の
日
、
流
罪
者
は
牢
か
ら
出
さ
れ
諸
手
続
を
終
了
す
る
と
『
揚
屋
も

の
は
駕
篭
に
乗
せ
町
人
足
二
為
界
、
平
囚
人
は
持
篭
ニ
乗
せ
非
人
足
二
御
船

サ
テ

場
迄
為
送
」
（
６
）
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
の
御
手
当
番
所
は
「
借
此
頃

ト
ナ

は
霊
岸
島
川
口
、
永
代
橋
川
口
、
浜
御
殿
ロ
の
一
二
ヶ
所
に
御
番
所
と
称
え
て

海
上
諸
般
の
事
を
監
察
し
、
尚
又
霊
岸
島
、
深
川
万
年
橋
、
永
代
橋
北
新

堀
、
深
川
新
田
島
、
浜
御
殿
大
手
向
の
五
ヶ
所
に
御
船
手
組
屋
敷
あ
り
て
、

遠
島
用
船
等
の
事
を
掌
り
毎
年
交
代
に
て
勤
め
し
と
ぞ
』
（
７
）
と
見
え
以
上
の

所
よ
り
毎
年
交
代
で
出
船
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
経
路
は
江
戸
を
た
つ
と
品
川
沖
で
一
泊
し
、
そ
れ
よ
り
浦
賀
の
船
番

所
で
検
閲
を
受
け
、
そ
こ
か
ら
相
州
、
豆
州
の
浦
々
へ
出
で
そ
こ
で
風
待
ち

を
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
一
札
を
左
に
か
か
げ
る
と
、

差
上
申
一
札
之
事

一
、
流
人
御
用
船
当
六
月
二
日
申
之
上
刻
当
湊
江
被
遊
御
入
津
同
一
一
一
日
夘

下
刻
上
遊
御
出
船
御
滞
留
中
御
非
分
成
儀
無
御
座
侯
以
上

慶
応
二
寅
年
六
月
三
日

豆
州
稲
取
村
名
主
、
元
八

御
用
船
御
役
人
衆
中
様
（
８
）

の
様
な
書
状
を
浦
含
の
名
主
は
船
中
役
人
に
差
出
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
江

川
太
郎
左
衛
門
、
圧
田
主
水
が
文
久
二
年
に
出
し
た
浦
触
を
見
る
と
、

此
度
舵
宅
鵜
流
罪
之
も
の
庄
田
主
水
が
被
仰
渡
被
遣
候
、
若
渡
船
之
内
浦

を
又
者
何
島
江
船
掛
候
共
番
等
堅
申
付
油
断
有
之
間
敷
候
、
自
然
逢
難
風

候
ハ
パ
早
速
助
船
を
出
し
可
然
廻
船
之
儀
可
相
達
侯
以
上

文
久
二
戌
年
三
月

江
川
太
郎
左
衛
門
③

庄
田
主
水
⑨

伊
豆
国
浦
を
名
主
年
寄

同
国
附
島
会
名
主
年
寄
（
９
）

と
遠
島
船
が
浦
を
あ
る
い
は
島
灸
に
入
津
し
た
時
の
諸
注
意
を
与
え
、
こ
れ

は
同
時
に
豆
州
の
浦
戈
か
ら
七
島
へ
渡
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
そ
の
経
路
は
江
戸
Ｉ
浦
賀
Ｉ
相
州
浦
灸
ｌ
豆
州
浦
含
ｌ
七
島
と
い
う
順
序

を
経
て
い
る
。
豆
州
の
浦
食
か
ら
は
井
上
正
鉄
翁
在
島
記
に
よ
れ
ば
伊
豆
八

幡
村
よ
り
大
島
の
波
布
港
に
つ
き
、
そ
れ
よ
り
三
宅
島
に
至
っ
て
い
る
。
し

か
し
普
通
は
伊
豆
よ
り
新
島
、
三
宅
島
と
至
り
一
一
一
宅
島
に
於
て
『
八
丈
島
、

御
蔵
島
両
島
へ
の
流
人
は
三
宅
島
迄
差
遣
、
島
守
に
相
渡
夫
よ
り
順
風
次
第

両
島
へ
遣
候
事
』
（
、
）
と
三
宅
島
に
於
て
流
人
は
全
て
降
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は

三
宅
島
役
人
の
管
轄
を
以
っ
て
両
島
に
造
し
た
。

当
時
遠
島
船
は
『
遠
島
者
取
扱
い
候
節
は
三
宅
島
、
新
島
船
の
内
御
用
船

申
付
候
二
付
』
（
ｕ
）
と
三
宅
島
、
新
島
の
廻
船
を
持
っ
て
あ
た
っ
た
が
、
実
際

流
人
帳
を
見
る
と
、流
人
名
連
記

、
、
、
、
、
、
、
、
、

文
久
一
一
一
亥
年
十
一
月
十
一
一
日
巳
之
上
刻
、
一
一
一
宅
島
九
郎
右
衛
門
船
二
而
流

九
一

一

Hosei University Repository



人
四
人
御
軍
艦
奉
行
矢
田
堀
景
蔵
様
御
組
警
固
同
心
衆
鵜
田
治
郎
太
夫
、

伊
沢
源
太
郎
、
田
中
友
吉
（
翌

の
如
く
島
船
が
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
。
『
三
宅
島
新
島
八
丈
島
一
一
一
ヶ
島
刑

法
大
秘
鑑
」
（
過
）
に
よ
る
と
船
は
五
百
石
積
位
で
船
頭
水
主
八
人
乗
、
櫓
の
長

さ
三
間
、
横
幅
六
尺
高
さ
四
尺
の
船
牢
が
作
ら
れ
、
又
こ
の
流
人
運
送
に
あ

た
っ
て
、
幕
府
は
一
艘
に
付
金
十
九
両
二
分
、
そ
の
他
船
頭
に
一
日
二
人
扶

持
、
水
主
に
一
人
扶
持
、
又
流
人
に
も
一
日
一
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
た
。

新
島
流
人
帳
に
よ
る
と
毎
回
船
中
警
固
役
人
は
三
人
を
持
っ
て
成
し
、
通

常
は
船
番
組
屋
敷
の
役
人
が
同
乗
し
て
い
る
が
、
文
久
三
年
に
は
御
軍
艦
奉

行
が
こ
れ
に
当
り
、
慶
応
元
年
以
後
は
島
役
人
が
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
。

注
（
１
）
「
御
定
書
百
ケ
条
」
百
三
条
御
仕
置
形
之
事

（
２
）
天
保
類
集
十
三
、
平
松
義
郎
箸
「
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
」

九
六
四
頁
所
収

（
３
）
「
御
定
書
百
ケ
条
」
百
三
条
御
仕
置
形
之
事

（
４
）
遠
島
も
の
出
帆
手
続
左
之
通
御
座
侯
、
刑
務
協
会
編
「
近
世
行

刑
史
稿
」
所
収

（
５
）
同
右
文
書

（
６
）
同
右
文
書

（
７
）
「
井
上
正
鉄
翁
在
島
記
」
一
一
七
頁
所
収

（
８
）
前
田
長
八
箸
「
新
島
大
観
」
二
五
二
頁
所
収

（
９
）
新
島
本
村
役
場
所
蔵
文
書

（
ｍ
）
「
御
定
書
百
ケ
条
」
百
三
条
御
仕
置
形
之
事

（
、
）
和
泉
守
殿
佐
久
間
三
蔵
を
以
御
渡
覚
、
刑
務
協
会
編
「
近
世
行

刑
史
稿
」
所
収

関
東
幕
領
に
於
け
る
遠
島
刑
（
山
本
）

三
、
流
人
の
生
活

で
は
配
流
地
に
於
け
る
流
人
の
生
活
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
先
ず
八
丈
島
割
流
人
の
三
宅
島
で
の
風
待
ち
し
て
い
た
情
況
を
天
明

元
年
流
人
が
八
丈
島
役
人
に
報
告
し
た
「
流
人
渡
島
始
末
の
請
書
」
（
１
）
を
通

し
て
そ
の
第
一
歩
を
さ
ぐ
っ
て
見
る
。
島
着
流
人
は
船
中
警
固
役
人
と
島
役

人
と
の
流
人
受
手
続
が
す
む
と
『
私
共
儀
島
着
之
刑
ゆ
へ
十
力
に
暮
罷
在
侯

間
流
人
頭
と
申
儀
に
候
得
ば
諸
事
相
談
相
頼
任
罷
申
侯
」
と
流
人
頭
の
支
配

下
に
置
か
れ
、
そ
の
世
話
料
を
一
人
前
二
朱
宛
『
右
は
流
人
頭
之
世
話
賃
と

申
着
船
之
剛
差
出
申
侯
』
又
一
人
前
金
二
分
二
朱
宛
を
『
右
者
流
人
頭
え
当

（
八
丈
島
）

島
え
相
渡
候
迄
宿
相
極
め
水
代
薪
代
家
屋
代
と
申
逗
留
中
は
日
数
多
少
に
不

限
右
之
通
差
出
申
侯
』
と
流
人
頭
は
新
着
流
人
か
ら
諸
名
目
で
収
奪
を
行
っ

た
。
流
人
の
出
費
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
浜
か
ら
の
荷
物
の
運
送
に
俵
物

一
個
銭
二
百
文
、
樽
物
同
四
百
文
、
風
呂
敷
包
百
文
他
の
割
合
で
運
賃
を
課

さ
れ
、
仮
の
寺
宿
り
に
も
一
日
朝
夕
飯
料
と
し
て
銭
二
百
文
、
湯
銭
と
し
て

二
百
文
を
取
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
彼
等
流
人
は

『
右
之
通
先
を
よ
り
当
島
え
渡
り
侯
流
人
諸
入
用
差
出
申
侯
右
之
外
色
を

入
用
多
差
出
候
得
共
碇
と
覚
不
申
侯
如
此
諸
入
用
難
儀
仕
侯
見
届
無
之
者

は
従
御
公
儀
様
為
渡
世
金
被
下
置
候
左
様
の
も
の
は
前
書
之
通
着
船
之

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

節
雑
用
懸
並
宿
払
等
二
も
引
足
不
申
侯
間
着
用
之
衣
類
又
は
何
品
に
て
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

持
参
之
品
金
銭
之
代
り
に
払
申
候
尤
年
を
相
渡
侯
流
人
之
内
二
は
着
船
入

用
之
用
捨
願
候
者
も
有
之
候
得
共
先
例
之
由
申
之
免
角
為
出
申
候
依
之
貯

九
三

（
、
）
前
田
長
八
編
「
新
島
流
人
帳
」
上
野
図
書
館
所
蔵

（
⑱
）
大
間
知
篤
三
箸
「
八
丈
島
」
四
八
頁
所
収
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、
、
、
、
、
、
、
、
、

無
之
者
永
逗
留
仕
候
得
ば
給
物
取
続
難
仕
侯
間
彼
島
役
人
中
並
百
姓
衆
門

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
朝
夕
両
度
宛
相
廻
給
物
乞
請
致
助
命
誠
乞
食
同
様
之
体
に
御
座
侯
」

と
見
ら
れ
る
如
く
そ
の
生
活
の
第
一
歩
は
諸
入
用
の
出
費
に
よ
っ
て
思
も
よ

ら
ぬ
散
財
を
致
し
、
勿
論
平
囚
人
の
如
き
は
『
着
用
之
衣
類
又
は
何
品
に
て

も
持
参
之
品
金
銭
の
代
り
相
払
申
侯
』
と
文
字
通
り
裸
と
な
り
『
彼
島
役
人

中
並
百
姓
衆
門
を
朝
夕
両
度
宛
相
廻
給
物
乞
請
致
助
命
誠
乞
食
同
様
』
の
有

様
で
当
初
よ
り
多
難
の
生
活
状
件
が
彼
等
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
出
て
来
る
流
人
頭
は
八
丈
島
、
三
宅
島
、
新
島
で
は
常
に
一
人
宛

存
在
し
、
流
人
の
統
轄
者
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
が
、
そ
の
出
身
階

層
も
武
士
階
級
か
神
職
者
で
身
分
格
式
が
高
い
も
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
の
具
体
的
な
究
明
は
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

か
か
る
流
人
の
着
島
情
況
の
中
で
更
に
島
役
人
は
流
人
へ
『
申
渡
書
』
を

示
し
、
島
内
に
於
る
所
謂
生
活
心
得
な
る
行
政
上
の
支
配
規
制
を
以
っ
て
流

人
に
臨
ん
で
い
る
。
こ
の
文
書
は
流
人
生
活
を
検
討
す
る
の
に
非
常
に
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
少
し
長
い
が
、
多
く
の
文
書
の
中
か
ら
そ

の
代
表
的
な
延
享
二
年
の
『
流
人
江
可
申
渡
御
条
目
』
（
２
）
を
あ
げ
て
見
る
。

流
人
江
可
申
渡
御
条
目

一
、
従
御
公
儀
被
仰
出
候
御
条
目
之
趣
堅
可
守
侯
親
類
縁
者
江
遣
候
書

状
之
儀
者
名
主
江
願
出
候
而
披
状
相
認
可
差
出
侯
、
尤
神
主
名
主
年
寄
披

見
□
当
帳
一
一
記
之
江
戸
御
役
所
宛
□
項
指
遣
候
、
渡
海
之
偽
船
船
頭
水
主

並
便
船
人
出
国
之
節
内
通
不
仕
様
一
一
相
心
得
侯

但
親
類
が
差
遣
候
書
状
並
見
届
物
之
儀
者
当
着
次
第
我
等
共
立
会
相
改
流

人
江
急
度
相
渡
候
而
右
請
取
返
書
早
速
可
出
之
事

一
、
漂
着
船
或
者
旅
人
日
和
待
之
内
出
会
侯
儀
堅
ク
御
法
度
一
一
候
事

一
、
流
人
御
仕
置
之
儀
別
而
島
逃
去
不
申
様
二
島
中
二
而
油
断
不
致
廻
船

漁
船
共
走
り
道
具
等
入
念
粗
末
無
之
様
船
持
共
常
灸
可
仕
之
旨
、
堅
ク
被

仰
付
置
候
事

「
流
人
病
死
致
し
侯
節
者
流
人
之
内
早
速
名
主
方
乞
可
訴
候
、
役
人
共

立
会
病
死
二
紛
無
之
哉
之
旨
□
□
分
之
上
死
骸
為
取
置
申
候
尤
御
代
官
江

注
進
書
差
出
之
候
、
右
相
果
候
流
人
雑
物
之
儀
者
其
も
の
遺
言
一
一
而
誰
江

成
共
送
り
雑
物
之
分
者
右
申
置
無
之
候
て
島
役
人
江
申
支
セ
可
受
指
□
候

且
又
流
人
相
住
候
家
之
儀
御
□
或
者
死
亡
之
跡
目
先
規
其
地
主
江
相
渡
事

―
―
侯
、
雑
物
無
之
流
人
二
候
共
相
果
候
ハ
ム
其
訳
可
申
聞
侯
勿
論
流
人
之

儀
□
□
侯
間
相
煩
候
節
者
年
寄
之
流
人
心
ヲ
付
相
労
可
申
事

一
、
出
火
之
節
島
百
姓
同
所
二
欠
付
相
防
キ
怪
火
等
□
同
様
二
万
心
掛
事

一
、
博
突
懸
之
諸
勝
負
一
切
致
間
敷
事
、
尤
宿
致
間
敷
事

一
、
常
食
心
立
悪
ク
酒
狂
等
二
而
喧
嘩
口
論
ヲ
好
或
者
徒
党
ヶ
間
敷
企
候

も
の
者
之
候
つ
く
仲
間
流
人
ｊ
可
申
出
候
、
随
分
大
切
二
身
持
仕
者
ロ
可

致
事

一
、
貧
窮
の
流
人
渡
世
之
儀
先
規
汐
野
止
し
も
の
海
藩
ヲ
夫
食
一
一
も
致

候
、
漁
有
之
節
者
浜
江
罷
出
随
分
精
出
手
間
致
魚
賞
ひ
渡
世
大
切
二
致
候
、

尤
漁
事
有
之
時
分
浜
二
而
隈
成
儀
共
無
之
様
二
急
度
可
心
得
事

一
、
島
百
姓
荒
し
置
候
畑
有
之
候
〈
〈
其
畑
主
願
候
而
手
伝
等
も
致
相
対

一
一
而
可
致
耕
作
侯
、
渡
世
之
儀
曽
而
油
断
致
申
間
敷
事

で
水
汲
女
差
遣
死
亡
又
者
御
免
等
二
而
茂
子
共
者
島
二
相
残
弥
島
百
姓

夫
食
□
□
不
足
候
之
由
二
而
流
人
水
汲
女
指
置
候
儀
近
年
皆
停
止
被
仰
付

侯
上
者
水
汲
女
者
仕
申
間
敷
事

右
之
趣
者
御
条
目
御
代
官
６
毎
年
被
仰
渡
候
流
人
之
儀
承
た
り
と
屯
不

九
四
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法
之
儀
於
有
之
者
重
罪
之
間
此
旨
堅
ク
可
相
守
者
也

延
亭
一
一
年
丑
三
月

役
所

以
上
こ
の
文
書
は
虫
喰
の
為
不
明
瞭
な
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
中
心
と
し

更
に
多
く
の
傍
証
史
科
を
引
用
し
つ
つ
彼
等
の
生
活
を
検
討
し
て
見
る
。

「
三
島
大
概
録
」
に
「
伊
豆
七
島
流
人
取
扱
方
」
（
３
）
な
る
以
下
の
史
料
が

見
ら
れ
る
。

｜
、
年
を
被
差
遣
流
人
取
扱
之
儀
は
地
役
人
浜
方
へ
罷
出
島
着
早
を
陸
上

申
侯
流
人
御
証
文
に
引
合
上
乗
の
も
の
よ
り
坂
之
、
村
割
之
儀
は
前
戈
よ

り
鬮
引
仕
当
村
役
人
え
引
取
某
村
盈
へ
召
連
、
百
姓
家
へ
預
夫
食
諸
事
無

之
流
人
は
百
姓
組
合
に
て
義
ひ
申
候

一
、
在
島
中
見
継
等
有
之
流
人
は
格
別
、
職
分
無
之
流
人
は
百
姓
農
業
の

手
伝
為
仕
農
業
難
出
来
流
人
共
は
村
を
百
姓
方
―
―
て
順
番
に
相
養
申
侯

こ
の
文
書
に
よ
る
と
村
割
の
定
っ
た
流
人
は
五
人
組
に
預
け
ら
れ
、
農
事

の
手
伝
い
等
を
さ
せ
た
が
、
こ
れ
さ
え
出
来
な
い
も
の
は
五
人
組
が
順
番
に

養
っ
て
い
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

流
人
は
村
に
慣
れ
る
迄
は
五
人
組
の
世
話
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
自

か
ら
活
路
を
開
い
て
生
活
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
後
も
五
人
組
の
責
任
は
解

か
れ
ず
自
活
出
来
な
い
場
合
は
そ
の
五
人
組
で
養
い
、
又
受
特
流
人
が
出
入

等
を
犯
し
た
場
合
、
そ
れ
が
些
細
な
時
は
受
持
五
人
組
が
そ
の
身
受
人
と
な

っ
て
流
人
を
引
取
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
文
書
は
新
島
本
村
役
場
に
数
多
く

所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
事
は
省
く
。

人
間
が
生
死
の
境
を
坊
樫
す
る
時
先
ず
求
め
る
の
は
食
で
あ
る
。
流
人
は

原
則
と
し
て
特
別
の
牢
に
収
容
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
比
較
的
島
内
で
は
自
由

な
生
活
を
し
て
い
た
が
彼
等
の
生
活
意
識
は
先
ず
食
べ
る
事
を
以
っ
て
第
一

関
東
幕
領
に
於
け
る
遠
島
刑
（
山
本
）

と
し
た
。
前
に
掲
げ
た
延
享
二
年
の
文
書
に
「
貧
窮
之
流
人
渡
世
之
儀
先
規

ｊ
野
止
し
も
の
海
藻
ヲ
求
食
一
一
も
致
云
皇
と
い
う
一
条
が
見
え
る
。
こ
れ

は
流
人
が
山
野
の
植
物
、
海
岸
漂
着
の
海
藻
、
漁
業
期
に
は
浜
方
の
手
伝
い

に
よ
っ
て
魚
を
貰
ひ
渡
世
の
足
し
に
す
る
事
を
う
た
っ
て
い
る
が
更
に
同
文

書
に
「
島
百
姓
荒
し
置
畑
有
之
侯
〈
璽
云
こ
の
一
条
は
彼
等
が
積
極
的
に

農
産
物
の
生
産
に
よ
っ
て
生
活
を
支
え
る
事
を
申
渡
さ
れ
て
い
る
。

農
漁
業
の
手
伝
い
は
彼
等
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
が

文
化
十
年
の
文
書
に
も
「
農
業
之
時
節
流
人
之
内
手
間
相
雇
候
儀
時
灸
有
之

候
処
一
日
賃
銭
之
儀
前
を
者
五
拾
文
二
而
遣
侯
…
…
漁
業
之
節
…
…
前
灸
之

通
一
日
五
拾
文
二
而
貰
ひ
請
可
申
侯
』
（
４
）
の
如
く
農
漁
業
期
に
流
人
を
一
日

五
拾
文
で
雇
っ
て
い
る
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

又
七
島
に
は
当
時
野
牛
が
非
常
に
多
か
っ
た
事
は
江
川
代
官
の
手
代
等
が

天
明
二
年
七
島
を
巡
見
し
た
時
の
記
録
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
年
月
不
明

の
流
人
へ
申
渡
し
た
文
書
に
も
『
山
野
之
落
牛
有
之
候
節
二
而
決
而
切
取
り

罷
り
食
し
候
儀
不
相
成
、
若
病
床
二
而
□
□
茂
相
用
度
候
一
ス
其
旨
流
人
頭

江
願
仕
申
侯
、
万
一
ロ
ロ
ロ
牛
肉
食
し
候
儀
後
日
相
聞
候
一
一
お
い
て
は
急
度

答
〆
可
申
付
事
』
（
５
）
と
あ
り
天
保
三
年
一
一
月
の
文
書
に
『
私
共
儀
当
十
一
月

中
向
山
之
内
江
相
落
し
穴
掘
置
候
処
牛
落
入
右
場
所
江
流
人
銀
次
郎
千
代
松

連
ロ
ク
引
出
流
人
共
肉
切
取
其
場
所
二
而
食
し
候
二
付
云
を
」
（
６
）
と
あ
る
事

に
よ
っ
て
も
彼
等
が
法
渡
の
野
牛
を
食
す
事
に
よ
っ
て
渡
世
の
足
し
と
し
て

い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

春
夏
秋
と
い
う
時
期
は
彼
等
に
と
っ
て
も
比
較
的
過
し
安
か
っ
た
で
あ
ろ

う
が
一
度
冬
に
な
る
と
風
速
二
十
米
の
季
節
風
が
荒
狂
う
七
島
に
あ
っ
て
は

彼
等
の
生
活
は
唯
生
命
を
維
持
す
る
と
い
う
一
事
に
必
死
で
あ
っ
た
に
相
違

九
五
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な
い
。
「
新
島
流
人
帳
」
記
載
流
人
総
数
一
三
一
一
一
一
一
一
人
の
う
ち
病
死
者
六
五

五
人
の
ほ
と
ん
ど
が
十
一
月
’
三
月
の
間
に
出
て
い
る
事
か
ら
そ
の
様
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
等
は
冬
に
な
る
と
農
漁
業
の
手
伝
い
は
な
く
、

働
き
の
な
い
も
の
は
そ
の
日
の
食
糧
に
も
困
っ
た
。
最
初
は
島
民
の
家
を
乞

い
歩
く
の
も
よ
い
が
冬
に
な
る
と
島
民
と
て
豊
富
な
食
糧
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
従
っ
て
例
え
ば
『
延
享
元
年
二
月
六
日
磯
―
―
て
相
果
無
宿
盗
人
四
郎

兵
衛
、
元
文
元
年
十
二
月
晦
日
磯
に
て
死
無
宿
乙
三
郎
、
同
三
年
十
二
月
四

日
磯
―
―
て
波
に
払
わ
れ
死
神
田
無
宿
金
蔵
』
（
７
）
と
あ
る
如
く
冬
に
な
る
と
海

岸
で
死
亡
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
海
岸
に
流
れ
つ
く
も
の
を

拾
っ
て
生
活
の
糧
と
し
て
い
る
事
を
物
語
っ
て
い
る
。

前
に
あ
げ
た
法
度
の
野
牛
を
食
糧
と
す
る
の
も
こ
の
頃
の
事
で
あ
る
が
、

冬
期
の
野
草
ア
シ
タ
バ
や
フ
キ
ノ
ト
ウ
等
を
採
食
す
る
事
に
よ
っ
て
命
を
つ

な
い
だ
事
は
近
藤
富
蔵
の
「
八
丈
実
記
」
天
保
五
年
の
記
録
で
も
知
ら
れ

る
。
従
っ
て
彼
等
流
人
の
下
層
ク
ラ
ス
は
山
野
の
動
植
物
、
海
岸
漂
着
物
は

そ
の
食
生
活
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
。

か
か
る
生
活
状
態
の
中
で
内
地
の
縁
者
か
ら
配
流
地
の
流
人
に
送
り
届
け

ら
れ
る
見
継
物
は
極
め
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

見
継
物
に
つ
い
て
の
規
定
は
前
掲
延
享
二
年
『
流
人
江
可
申
渡
御
条
目
」

の
第
一
条
に
見
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
が
新
島
に
現
存
す
る
明
和
六
年
及
び
安

永
四
年
の
控
帳
（
８
）
を
綜
合
す
る
と
金
と
米
、
麦
、
豆
類
、
味
噌
、
醤
油
、

油
、
砂
糖
等
の
食
糧
品
が
最
も
多
く
、
衣
類
、
手
拭
、
風
呂
敷
、
鍋
釜
類
、

紙
、
筆
墨
、
傘
の
如
き
生
活
必
需
品
が
送
り
届
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
階
層
も
僧
侶
、
武
士
あ
る
い
は
百
姓
町
人
の
一
部
に
限
ら
れ
多
く
の

流
人
は
見
継
物
に
接
す
る
機
会
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
見
継
物
は

九
六

当
時
流
人
の
生
活
段
階
に
あ
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
事
は
次

の
文
書
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

安
永
二
年
飛
州
に
大
規
模
な
百
姓
一
摸
が
あ
っ
た
。
所
謂
大
原
騒
動
が
こ

れ
で
あ
る
が
、
こ
の
一
摸
で
死
刑
の
他
十
七
人
の
遠
島
者
を
出
し
新
島
に
五

人
の
一
摸
頭
取
格
を
流
し
た
。
そ
の
後
父
の
先
途
を
見
届
け
る
為
に
渡
島
し

た
高
山
、
甚
兵
衝
の
一
子
勘
左
衛
門
が
坂
野
屋
万
里
公
寺
に
あ
て
た
手
紙
の

末
文
に
『
当
島
揚
り
飛
騨
衆
中
御
方
へ
金
子
届
け
者
絶
テ
御
座
侯
一
一
付
、
別

而
磯
左
衛
門
、
次
八
殿
至
而
御
難
儀
被
成
侯
趣
一
一
相
聞
申
侯
貴
公
様
ヨ
リ
本

国
へ
御
申
被
遣
金
子
拾
四
五
両
程
而
も
参
候
様
御
申
被
遣
可
被
下
候
』
（
９
）
と

見
継
物
遅
延
の
為
困
窮
し
て
い
る
有
様
を
訴
え
て
い
る
事
か
ら
も
見
継
物
が

流
人
生
活
に
と
っ
て
如
何
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
か
明
ら
か
で
あ
る
。

ミ
ヅ
ク
ミ

更
に
流
人
生
活
を
支
贈
え
た
も
の
の
一
つ
に
水
汲
女
を
あ
げ
る
事
が
出
来

る
。
水
汲
女
と
は
流
人
２
争
実
上
の
妻
で
あ
る
。
前
掲
延
享
二
年
の
文
書
に

も
水
汲
女
を
差
置
く
事
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
「
流
人
申
渡
書
」
が
厳
禁
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
の
様
な
文
書
が
度
々

出
さ
れ
る
と
い
う
事
は
事
実
上
多
く
の
流
人
が
水
汲
女
を
置
い
て
夫
婦
生
活

を
営
ん
で
い
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

遠
く
内
地
を
離
れ
親
兄
弟
妻
子
に
別
れ
精
神
的
物
質
的
に
孤
独
な
生
活
を

営
む
時
、
人
誰
し
も
愛
を
求
む
る
の
は
自
然
の
成
行
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
決

し
て
一
片
の
条
文
や
申
渡
し
で
押
え
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

そ
れ
に
加
え
て
島
の
人
口
構
成
に
も
そ
の
重
要
な
原
因
が
る
と
思
わ
れ

る
。
即
ち
一
例
と
し
て
天
明
二
年
四
島
の
人
口
構
成
と
そ
の
八
年
前
の
安
永

三
年
の
八
丈
島
の
人
口
構
成
を
見
る
と
表
仙
（
Ⅲ
）
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
各
島
の
人
口
は
特
に
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
一
’
二
割
も
多

Hosei University Repository



的
性
格
を
有
し
て
い
た
事
は
否
め
な
い
が
、
中
に
は
積
極
的
に
島
民
生
活
に

活
路
を
開
い
て
い
っ
た
者
も
あ
る
。

職
人
、
武
士
、
百
姓
の
加
き
が
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
現
在
新
島
の
梅
田

藤
右
衛
門
宅
に
三
宅
島
流
人
と
し
て
元
禄
十
一
年
流
罪
と
な
っ
た
英
一
蝶
の

書
状
と
絵
画
が
現
存
し
て
い
る
事
か
ら
彼
が
絵
を
売
る
事
に
よ
っ
て
生
活
の

助
け
と
し
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
更
に
壺
嘘
嚇
腔
薬
師
堂
有
・
…
・
・

関
東
幕
領
に
於
け
る
遠
島
刑
（
山
本
）

表一(１ 天明２人口構成表

嶌前～IniI- 戸数｜総人口｜男性｜女性|在島流人

島
島
島
島
島

津
宅
丈

大
新
神
三
八

1，１８９1,1472,336 ２

１２３

１

１４６

525

848 1，０６１1.990344

911 423 488172

785270 1.650 865

2,252 2０５１８ 178629 40770

い
と
い
う
如
何
ん
と
も
し
難
い
事

実
、
か
か
る
人
口
問
題
と
い
う
根
本

、
的
問
題
か
ら
必
然
的
な
結
果
と
し
て

輸
水
汲
女
は
存
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

仲
の
で
あ
ろ
う
。

識
七
島
で
は
流
人
の
妻
帯
は
原
則
的

華
に
は
禁
じ
て
い
た
が
、
隠
岐
島
で
は

”
宗
門
帳
の
中
で
流
人
の
夫
婦
で
あ
る

挫事を証明している所（ｕ）からす
島
れ
ぱ
流
人
の
妻
帯
は
公
に
認
め
ら
れ

”
て
い
た
。

”
島
の
生
活
に
長
じ
た
彼
女
達
は
流

合
人
の
物
質
的
生
活
を
援
助
し
、
更
に

畷
精
神
的
動
揺
を
除
く
事
に
よ
っ
て
島

鵡
で
の
再
犯
や
島
抜
を
未
然
に
く
い
と

八
め
る
大
き
な
又
見
え
ざ
る
力
と
な
っ

Ｊ姓
た
し
の
と
考
え
ら
れ
る
・

彼
等
の
生
活
は
概
し
て
他
力
本
願

左
右
之
扉
に
仁
王
の
画
有
、
仏
前
の
ら
ん
ま
に
竜
の
画
あ
り
と
も
に
英
一
蝶

の
筆
な
り
』
（
⑫
）
と
代
官
三
河
ロ
太
忠
が
寛
政
八
年
に
三
宅
島
を
巡
見
し
た
時

の
日
記
に
書
い
て
い
る
事
か
ら
も
彼
の
積
極
的
態
度
が
知
ら
れ
る
。

又
新
島
に
於
て
も
こ
れ
に
似
た
事
が
「
長
栄
寺
歴
租
次
第
」
冠
）
に
よ
っ
て

も
伺
わ
れ
る
。
即
ち
「
安
永
六
丁
酉
従
二
月
仏
前
塗
地
掛
ル
塗
師
飛
騨
国
上

（
甚
か
）

木
仁
兵
衛
卜
申
仁
卜
某
シ
両
人
一
一
而
塗
上
ル
、
仏
前
金
具
者
上
木
仁
兵
衛
寄

附
』
と
安
永
二
年
飛
騨
大
原
騒
動
に
活
躍
し
た
甚
兵
衝
が
自
か
ら
の
技
術
を

生
か
し
て
積
極
的
に
工
事
を
請
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
明
和
二

年
新
島
若
郷
村
の
井
戸
堀
工
も
下
総
及
び
越
後
の
百
姓
が
実
質
的
に
は
行
っ

て
お
り
、
島
内
に
於
け
る
医
師
等
も
流
人
の
心
得
あ
る
も
の
が
行
っ
て
い
る

事
は
『
当
島
二
医
師
無
御
座
侯
、
流
人
之
内
医
師
心
得
有
之
者
侯
得
者
病
人

薬
貰
候
』
、
）
と
あ
る
事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
明
治
八
年
の
『
種
痘
之

儀
ニ
付
自
訴
御
届
書
」
（
唖
と
言
う
流
人
の
差
出
し
た
書
状
に
よ
る
と
種
痘
の

大
流
行
を
未
然
に
防
い
だ
事
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
新
田
の
開
発
や
村
の
書
役
と
し
て
彼
等
の
積
極
的
活
動
が

、
、
、
、
、
、

一
時
的
に
せ
よ
島
の
文
化
向
上
に
役
立
っ
た
事
も
否
定
出
来
な
い
。

し
か
し
ほ
と
ん
ど
多
く
の
流
人
は
前
掲
延
享
二
年
の
文
書
に
も
見
ら
れ
る

如
く
博
突
を
好
承
、
酒
狂
等
に
て
喧
嘩
口
論
を
好
承
、
流
人
対
流
人
果
て
は

流
人
対
島
民
の
出
入
が
後
を
た
た
な
か
っ
た
事
は
こ
こ
に
は
紙
数
の
関
係
で

掲
載
出
来
な
い
が
新
島
本
村
役
場
に
現
存
す
る
数
多
く
の
出
入
関
係
文
書
が

物
語
る
所
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
こ
そ
前
掲
延
享
二
年
の
文
書
に
『
島
中
二
而

抽
断
不
致
』
こ
れ
を
監
視
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
出
入
や
島
抜
の
多
い
最
大
の
原
因
は
物
質
的
窮
乏
に
あ
る
。
更

に
今
一
つ
は
流
人
総
数
の
三
六
％
の
高
率
を
占
め
る
無
宿
人
層
の
存
在
で
あ

九
七
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法
政
史
学
第
一
四
号

る
。
文
政
七
年
に
新
島
本
村
、
若
郷
村
百
姓
代
、
年
寄
、
名
主
の
連
印
で
出

し
た
『
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
』
盃
）
の
末
文
に
以
下
の
様
な
文
言
が
あ
る
。

『
右
之
次
第
二
付
小
前
之
者
共
数
度
願
出
候
儀
年
々
流
人
御
渡
有
之
三
島

之
内
当
島
之
儀
ロ
島
二
而
前
□
奉
申
上
侯
通
二
而
何
卒
可
相
成
候
儀
二
御

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

座
候
而
己
来
無
宿
躰
之
身
分
御
渡
方
御
免
被
成
下
置
様
小
前
度
を
願
出
候

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

得
共
恐
多
御
願
奉
存
候
故
差
押
置
候
処
小
前
実
を
相
願
此
度
連
而
願
出
候

、
、

二
付
無
□
儀
乍
恐
坂
次
奉
願
上
何
卒
御
憐
懲
被
為
下
前
従
□
被
為
御
聞
訳

御
勘
弁
之
儀
私
共
同
様
□
重
而
茂
奉
願
上
侯
、
以
上
』

と
あ
る
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
こ
そ
百
姓
小
前
の
者
の

連
而
こ
の
無
宿
人
層
の
流
人
配
流
の
停
止
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
彼
等
流
人
の
生
活
は
概
し
て
貧
困
で
、
代
官
三
河
ロ
太
忠
を
し
て

（
八
丈
小
島
）

『
け
ふ
は
こ
の
し
ま
の
流
人
ふ
な
よ
び
い
だ
す
こ
と
を
見
る
に
、
お
ほ
か
た

や
せ
衰
へ
色
青
ざ
め
て
此
世
の
人
と
も
思
え
ぬ
ば
か
り
に
て
、
其
ざ
ま
は
い

ふ
じ
く
あ
わ
れ
な
り
』
（
ご
と
言
わ
し
め
た
如
く
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
こ
そ
、

彼
等
の
生
活
が
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
唯
生
命
を
維
持
す
る
に
最
底
の
線

で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

注
（
１
）
「
天
明
二
年
七
島
巡
見
志
」
深
川
図
書
館
郷
士
資
料
室
所
蔵

（
２
）
新
島
本
村
役
場
所
蔵
文
書

（
３
）
刑
務
協
会
編
「
近
世
行
刑
史
稿
」
所
収

（
４
）
「
流
人
取
締
方
申
渡
書
」
文
化
十
年
、
新
島
本
村
役
場
所
蔵
文
書

（
５
）
「
流
人
江
申
渡
書
付
」
年
月
不
明
、
新
島
本
村
役
場
所
蔵
文
書

（
６
）
「
差
出
申
御
請
証
文
」
天
保
三
年
、
同
右
役
場
所
蔵
文
書

（
７
）
柳
田
国
男
箸
「
八
丈
島
流
人
帳
」
島
一
巻
三
号
所
収

（
８
）
「
流
人
見
届
物
帳
」
明
和
六
年
三
月
、
「
流
人
雑
物
帳
」
安
永
四

四
、
流
人
幅
分
析

で
は
か
か
る
流
人
の
生
活
状
況
の
中
で
七
島
に
送
ら
れ
た
流
人
諸
層
の
情

況
を
検
討
し
て
見
る
。

先
ず
階
層
別
構
成
を
新
島
流
人
帳
に
よ
っ
て
作
成
し
て
見
る
と
表
倒
の
如

く
な
る
。
更
に
八
丈
島
流
人
に
つ
い
て
川
崎
氏
の
報
告
（
１
）
に
よ
る
と
表
⑧

の
様
に
な
る
。

こ
の
表
か
ら
先
ず
第
一
に
無
宿
者
が
新
島
の
場
合
三
六
％
、
八
丈
島
の
場

合
二
四
％
と
他
に
比
べ
て
非
常
に
高
率
で
あ
っ
て
、
更
に
こ
れ
を
年
代
的
に

年
十
月
、
新
島
本
村
役
場
所
蔵
文
書

（
９
）
「
巴
山
よ
り
坂
野
屋
万
里
公
寺
充
正
月
五
日
付
書
状
」
新
島
、
前

田
長
八
氏
所
蔵

（
、
）
「
天
明
二
年
七
島
巡
見
志
」
よ
り
作
成
、
八
丈
島
の
場
合
は
安
永

三
年
「
伊
豆
国
附
島
を
様
子
大
概
書
」
よ
り
作
成

（
、
）
島
前
村
交
流
人
妻
子
宗
門
御
改
証
拠
帳
、
横
山
弥
四
郎
著
「
隠

岐
の
流
人
」
所
収

（
皿
）
三
河
ロ
太
忠
「
七
島
日
記
」
中
巻
、
寛
政
八
年
、
写
本
上
野
図

書
館
所
蔵
本

（
⑱
）
「
伊
豆
諸
島
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
」
第
二
分
冊
四
四
○
頁

（
Ⅵ
）
「
新
島
差
出
帳
」
正
徳
四
年
、
新
島
本
村
役
場
所
蔵
文
書

（
巧
）
前
田
長
八
箸
「
新
島
大
観
」
二
六
八
頁

（
旧
）
新
島
本
村
役
場
所
蔵
文
書

（
Ⅳ
）
三
河
ロ
太
忠
「
七
島
日
記
」
中
巻
、
寛
政
八
、
写
本
上
野
図
書

館
所
蔵
本

九
八
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表一(2)新島流人階層表

見
る
と
八
丈
島
の
場
合
元
禄
十
五
ｌ
享
保
十
六
年
迄
の
三
○
年
間
に
六
四

名
、
享
保
十
六
年
ｌ
寛
政
三
年
迄
の
六
○
年
間
に
一
一
三
名
、
そ
れ
以
後
明
治

四
年
迄
八
○
年
間
に
三
七
五
人
と
江
戸
後
期
に
は
激
増
し
て
お
り
、
一
つ
に

は
全
体
的
な
増
加
の
傾
向
が
あ
る
に
し
て
も
無
宿
人
層
の
場
合
顕
著
に
そ
れ

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
２
）
。

更
に
こ
れ
と
関
連
し
て
新
流
人
の
変
遷
に
目
を
向
け
る
と
新
島
の
場
合
寛

文
八
年
よ
り
明
治
四
年
迄
二
○
四
年
間
一
、
一
一
一
一
一
一
三
人
年
平
均
六
・
五
人
、
更

に
八
丈
の
場
合
慶
長
十
一
年
よ
り
明
治
四
年
迄
几
一
一
七
○
年
間
に
一
、
八
八

七
人
年
平
均
約
七
人
を
送
っ
て
い
る
事
に
な
る
。
こ
れ
を
図
式
化
す
る
と
図

Ｉ
⑩
及
び
図
ｌ
②
（
３
）
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
る
。

図
ｌ
Ⅲ
新
島
の
場
合
概
し
て
三
つ
の
ピ
ー
ク
を
持
っ
て
お
り
、
最
初
の
ピ

階 層 人数｜比（％）関
東
慕
領
に
於
け
る
遠
島
刑
（
山
本
）

宿
子
刀
姓
間
人
侶
候
性
足
頭
主
人
師
り
職
屋
頭
頭

崎
帯
仲

組
屋

町
字
主

搬
脳
伽

女
小
計

多
人

巍
家
軽

無
商
弐
百
足
非
僧
居
女
人
組
名
職
医
す
神
遊
穣
非

６
４
６
８
３
２
８
８
６
０
６
６
５
４
４
３
２
１
１

８
３
８
９
８
８
５
３
２
１

４
２
１

５
７
５
５
２
５
５
５
４
５
６
６
８
０
０
３
５
７
７

４
５
９
３
２
１
３
８
９
７
４
４
３
３
３
２
１
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
７
３
７
６
６
４
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
１
１

1．３３３ 100.00

－
ク
は
宝
永
五
年
の
三
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
徳
川
実
紀
に
よ
る
と
『
此
度

先
代
の
御
法
会
に
よ
っ
て
死
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
流
罪
に
処
す
る
屯
の
九
九

人
』
と
あ
る
所
か
ら
流
罪
者
が
多
か
っ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
の
そ

し
て
最
大
の
ピ
ー
ク
は
天
保
十
四
年
の
前
後
で
こ
れ
は
勿
論
天
保
の
改
革
の

影
響
を
受
け
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
三
の
ピ
ー
ク
は
明
治
三
年
前
後
で

一
一
三
人
、
こ
れ
は
明
治
維
新
の
結
果
で
あ
る
事
は
言
う
迄
も
な
い
。

更
に
元
禄
二
年
の
小
さ
な
ピ
ー
ク
は
徳
川
実
紀
に
よ
る
と
『
生
類
憐
懲
違

背
者
遠
流
神
津
島
三
九
人
』
と
見
え
、
又

『
元
禄
四
年
末
九
月
五
日

壱
人
次
兵
衛
是
は
津
軽
越
中
守
様
領
分
奥
州
石
田
田
坂
村
之
百
姓
此

者
熊
を
殺
候
由
―
―
て
越
中
守
方
よ
り
戸
田
山
城
守
殿
え
相
達
し
山
城
守
殿

よ
り
御
断
二
而
越
中
守
家
来
竹
右
衛
門
中
畑
清
助
今
助
九
郎
連
来
付
牢
舎

右
之
者
申
八
月
新
島
江
流
罪
』
（
４
）

と
か
か
る
史
料
が
所
戈
に
散
見
す
る
所
よ
り
、
こ
れ
は
五
代
将
軍
綱
吉
が
貞

九
九

表一(3)八丈島流人階層表

層階 比（％人数

士 1９６ 10.39

従
下
小
浪

者
士
者
士

2５ 1．３３

1６３ 8．６４

1１７ ６．１８

3３ 1．７５

僧
農
工
商
雑
女

237 1２．５６

254

７

５４

1３．４６

０．３７

２．８６

7４ ３．９３

6９ 3．６６

無
店

宿
借 462 2４．４８

1９６ 1０．３９

計 1，８８７ 1００．００
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一
○
○

享
四
年
「
生
類
憐
糸
令
」
を
出
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
様
に
享
保
玉
改
革
、

寛
政
一
啄
革
も
流
人
変
遷
に
敏
感
に
繁
栄
し
て
い
る
。

八
丈
島
の
場
合
も
元
禄
一
一
年
三
一
人
、
宝
永
六
年
五
六
人
、
天
保
十
四
年

五
三
人
、
明
治
二
年
一
一
一
七
人
と
概
し
て
四
つ
の
ピ
ー
ク
を
持
ち
、
両
島
の
場

合
は
国
Ｕ
傾
向
を
示
し
て
い
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
こ
れ
か
ら
の
流
人
が
島
内
で
ど
の
位
の
割
合
を
示
め
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
先
ず
天
明
二
年
の
割
合
は
表
四
（
５
）
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合

八
丈
島
の
糸
記
載
が
な
い
の
で
八
丈
島
の
場
合
、
こ
れ
以
前
安
永
三
年
の
文

書
（
６
）
に
よ
っ
た
。
更
に
天
明
二
年
よ
り
一
一
一
一
一
一
年
後
文
化
十
二
年
の
村
明
細

帳
及
び
島
概
観
帳
（
７
）
を
整
理
す
る
と
表
⑤
の
如
く
な
る
。

表
Ｉ
〈
四
⑤
か
ら
こ
の
頃
既
に
新
島
、
三
宅
島
、
八
丈
島
の
一
一
一
島
が
主
な
配

流
地
と
な
り
、
表
側
の
八
丈
島
の
総
人
口
は
明
和
年
間
の
連
続
飢
鐘
に
よ
っ

て
半
減
し
て
い
る
が
、
概
し
て
総
人
口
に
対
し
て
新
島
で
は
六
’
七
％
、
三

宅
島
で
八
’
九
％
、
八
丈
島
で
一
一
’
三
％
の
割
合
を
占
め
、
又
流
人
一
人
に

対
す
る
家
数
の
割
合
も
新
島
で
二
’
一
一
一
軒
、
一
一
一
宅
島
で
一
’
二
軒
、
八
丈
島

で
五
’
六
軒
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

表
ｌ
〈
四
天
明
一
一
年
島
内
流
人
在
況
表

ニ
コ
ゴ

八
丈
島

三
宅
島

神
津
島

新
島

大
島

旧
訳
一
付
放
一
家
政
一
総
人
口
一
姑
息
一
搬
入
祠

ｑ一一三

＝-ピ

一〈一一九

一一亡Ｃ

一芒一一

一一一四四

五一一五

酉
、
壱
ご
つ

「
壷
◎

九一一

一、九九つ

一一、一一一一一一枩

｜ごく

’四一〈

一〈・一一％

一
一
一
も
％

〈
八
％

一
一
八
軒

一一一・三軒

一
八
軒
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こ
の
事
の
承
に
つ
い
て
言
え
ば
八
丈
島
の
流
人
は
新
島
、
三
宅
島
の
流
人

よ
り
は
は
る
か
に
暮
し
よ
か
っ
た
。
又
逆
説
的
に
言
う
と
流
人
の
迷
惑
を
最

も
蒙
っ
た
の
は
新
島
、
三
宅
島
の
島
民
で
あ
っ
た
。

島
内
で
か
か
る
割
合
を
占
め
る
流
人
は
一
体
ど
の
様
な
結
末
に
終
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。
新
島
流
人
帳
及
び
八
丈
島
の
場
合
を
暮
田
報
告
に
よ
り
こ

れ
を
綜
合
す
る
と
表
⑥
の
様
な
結
果
を
得
た
。

表
㈹
か
ら
病
死
と
赦
免
と
は
概
し
て
同
じ
位
で
全
体
の
大
部
分
を
占
め
て

い
る
。
し
か
し
実
質
的
に
は
死
後
赦
免
が
非
常
に
多
く
、
病
死
が
赦
免
を
は

る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
る
。
新
島
及
び
八
丈
島
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
国
じ

関
東
幕
領
に
於
け
る
遠
島
刑
（
山
本
）

蓬
。

勵劒川Ⅱ川駅一村数一家数一総人口

八
丈
島
一
七
一
一
九

新
｛
島
一
六
五
三

八
丈
島

御
蔵
島

三
宅
島

神
津
島

新
島

利
島

大
島

表
’
㈹
流
人
結
末
表

表
Ｉ
⑤
文
化
十
二
島
内
流
人
在
況
表

病死一赦免一慨堯餅悪戒酔一変死一抜船一死亡一餓死一不明

ﾆﾓｴ
■■■■■■■■

￣ ＝ －ビ

一、つ◎一〈

一一〈

一一五一〈

一一一一一四

一一一巷五

七一

五一〈○

二一一つ

一〈○三

〈、一一一一一一

一一一一一四一

一
「
◎
七
九

一、一一一九一一

一「Ｃ一一九

一一五一一一

一一、九九五一八つ一一〈 一
流
人
数
一
蹴
姶
饗
伽
毅
鮒

－－

一

・
一

’七七一一

一四セＳ三
五九云一 〈
。
五
％

９
－
％

Ｆ
一
一
％

一
一
・
四
％五
四九

一一つ

一一一 一
通
軒

一
毛
軒

一
三
〈
軒 三

軒五一一

一一一一一

傾
向
を
示
す
が
「
来
島
の
途
中
及
び
他
島
に
於
て
死
亡
」
と
い
う
項
の
承
八

丈
島
の
方
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
は
、
八
丈
島
流
人
は
三
宅
島
で
風
の

都
合
等
で
数
カ
月
そ
こ
に
滞
在
す
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
流
人
の
罪
名
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
こ
で
そ
の
全

貌
を
明
ら
か
に
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
新
島
の
寛
文
四
ｌ
享
保
四
年
に
至

る
江
戸
中
期
の
も
の
と
八
丈
島
の
文
政
六
ｌ
嘉
永
四
年
に
至
る
江
戸
末
期
の

も
の
に
つ
い
て
示
す
と
表
仇
の
如
く
で
あ
る
。

表
何
に
よ
る
と
博
突
犯
が
最
も
多
く
江
戸
中
期
新
島
の
場
合
約
二
九
％
、

江
戸
末
期
八
丈
島
の
場
合
各
二
一
一
八
％
、
四
○
％
で
他
に
比
べ
て
圧
倒
的
に

多
く
、
又
八
丈
島
江
戸
末
期
の
場
合
女
犯
僧
が
多
い
事
が
特
徴
で
あ
る
。

彼
等
の
流
罪
当
時
の
年
令
は
八
丈
島
の
場
合
、
平
均
年
齢
三
五
歳
、
最
年

長
者
七
九
歳
、
最
年
少
者
は
幕
府
の
規
定
年
齢
一
五
歳
で
あ
り
、
新
島
の
場

表一(7)流人罪状表

域|鶴|､云鍾ﾄﾗ電;：l天鶯誌
’８２

博
賊
芸
人
嘩
入
施
欺
宿
入
火
僧
件
明

出
不

拙
犯

計
事
受

賭
盗
逃
殺
喧
公
不
詳
無
家
放
女
雑
不

５
２
４
５
３
０
０
５
０
０
１
９
０
２

５
１

１
１
１

１

７
７
５
１
０
７
７
５
５
５
０
０
３

５
１
１
１
１

５

２
２
０
２
０
０
５
０
０
２
７
０
０

１
１
４

４

一

○
一

４

１９６ 2021４５
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合
最
年
長
老
七
四
歳
、
最
年
少
者
一
五
歳
で
二
三
歳
’
一
一
一
六
歳
が
そ
の
大
部

分
を
占
め
て
い
る
。

更
に
彼
等
の
出
身
地
は
関
東
一
円
、
特
に
江
戸
に
集
中
し
て
い
る
が
、
遠

く
は
津
軽
、
出
羽
、
陸
奥
、
佐
渡
、
越
前
、
越
後
、
能
登
、
飛
騨
、
丹
後
、

丹
羽
、
大
和
、
河
内
、
京
都
、
伊
勢
、
志
摩
、
紀
伊
、
備
中
、
備
後
、
但

馬
、
因
幡
、
豊
後
、
薩
摩
に
迄
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
天
領
で
な
く
と
も
幕

府
の
直
接
処
分
を
受
け
る
高
度
の
罪
で
あ
っ
た
か
、
そ
う
で
な
く
と
も
罪
を

犯
し
た
時
江
戸
近
辺
に
居
た
も
の
だ
と
考
え
る
。

注
（
１
）
川
崎
房
五
郎
署
「
江
戸
時
代
の
八
丈
島
」

（
２
）
拙
稿
「
近
世
に
於
る
流
罪
制
度
の
実
態
」
法
政
歴
研
八
号
五
四

頁
、
表
側
参
照

（
３
）
幕
田
し
の
ぶ
箸
「
八
丈
島
の
流
人
」
地
方
史
研
究
一
一
一
六
号
、
二

四
頁
所
収

（
４
）
石
井
良
助
編
「
近
世
法
制
史
料
叢
書
」
御
仕
置
裁
許
帳

（
５
）
「
天
明
二
年
七
島
巡
見
志
」
深
川
図
書
首
郷
士
資
料
室
所
蔵

（
６
）
大
間
知
篤
三
箸
「
八
丈
島
」
伊
豆
国
附
島
灸
様
子
概
書

（
７
）
「
伊
豆
国
七
島
紀
」
文
化
十
二
年
写
本
、
筆
者
所
蔵

五
、
む
す
ぴ

以
上
私
は
遠
島
手
続
、
経
路
、
流
人
の
生
活
及
び
流
罪
人
の
諸
情
況
を
見

て
来
た
が
、
第
一
に
江
戸
後
期
に
流
罪
者
が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
特
に

無
宿
人
層
が
圧
倒
的
に
多
い
事
か
ら
近
世
後
期
の
社
会
層
が
相
次
ぐ
改
革
、

弾
圧
に
よ
っ
て
非
常
に
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
無
宿
人
層
を
生
承
出
す
社

会
的
基
盤
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
生

一
○
二

成
過
程
と
封
建
社
会
の
崩
壊
過
程
の
関
連
に
つ
い
て
は
残
さ
れ
た
問
題
が
あ

る
。
更
に
為
政
者
の
相
次
ぐ
改
革
、
弾
圧
が
流
罪
人
の
変
遷
の
上
に
如
実
に

反
映
し
て
お
り
、
逆
説
的
に
言
え
ば
彼
等
封
建
社
会
の
為
政
者
は
改
革
、
弾

圧
に
よ
り
無
罪
に
等
し
い
者
を
流
罪
に
す
る
事
に
よ
っ
て
封
建
社
会
の
維
羅
持

と
再
強
化
に
努
め
た
。

第
二
に
配
流
地
の
中
で
新
島
、
三
宅
島
、
八
丈
島
に
は
常
に
数
多
く
の
流

人
が
お
り
、
特
に
新
島
、
三
宅
島
に
は
総
人
口
の
一
割
弱
を
占
め
る
流
人
が

常
に
存
在
し
、
島
民
の
精
神
的
、
物
質
的
負
担
は
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
幕
府
は
明
治
四
年
迄
島
の
飢
謹
や
貧
窮
も
何
等
考
慮
す
る

享
な
く
流
人
を
送
り
続
け
た
。

第
三
に
饅
人
も
そ
の
大
半
が
配
流
地
で
死
亡
し
、
再
び
本
国
の
土
を
踏
む

事
が
出
来
た
の
は
そ
の
四
割
弱
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
生
活
は
極
め
て
貧
困
且
つ

不
安
定
で
あ
っ
た
。
生
活
に
根
を
持
た
ぬ
彼
等
流
人
の
活
動
は
部
分
的
、
一

時
的
に
は
島
の
文
化
に
貢
献
し
た
と
し
て
も
、
島
の
文
化
を
そ
の
根
本
か
ら

創
造
し
て
行
く
如
き
新
し
い
力
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。

第
四
に
七
島
へ
の
流
罪
者
は
刑
事
犯
が
多
く
、
反
封
建
勢
力
や
反
幕
府
勢

力
に
関
連
す
る
政
治
犯
の
如
き
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
と
い
う
事
は
、
そ

れ
ら
の
犯
罪
者
は
死
刑
に
拠
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
附
）
こ
の
小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
新
島
本
村
教
育
委
員
会
の
方

方
、
特
に
大
沼
作
次
郎
氏
に
甚
大
な
る
御
便
宜
を
計
っ
て
戴
い
た
事

を
深
謝
る
す
。
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